
健康診断や自動車免許取得時などに行う視力

検査の結果，矯正を必要としない視力だと判断

されても，日常生活の中で見えにくさを感じる

人がいる。これは裸眼や普段使用している眼鏡，

コンタクトレンズによる通常の視力検査の結果

（遠方視力）が，被験者がものを見る能力の最

大値を検出するのに対し，日常生活では常に最

大の能力で，ものを見ているわけではないため

だといわれている 1 ）。これに対し，経時的に連

続して視力を測定し解析する実用視力という検

査法がある（図 1 ）。実用視力は被験者がモニ

ターに表示された Landolt 環に応じ，ジョイス
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図１ 実用視力測定の実際図 1　実用視力測定の実際



ティックを動かし回答する。結果は連続的に測定

して正解が得られた全ての視力の平均視力を実

用視力として算出する。さらに，実用視力の標準

偏差，最高視力と最低視力，平均応答時間，ま

ばたき回数が算出される 2 ）。本研究では，遠方

視力と実用視力を同時に測定し，結果に差はあ

るのか，どういった要因が主観的な見え方に影響

を及ぼすのかを比較検討したので報告する。

対象と方法

2011年度定期教職員健康診断受診者の内，健

康診断で測定した視力検査の結果，左右どちら

かが0.7以上の者361人のうち，同意を得られ

た者190人（男性104人，女性86人，23−69才） 

を対象とした。

対象者の遠方視力（トプコン製　スクリー

ノスコープ SS－3 ）および実用視力（コーワ製

AS－14B）を測定した。同一の眼科医の診察を

行い，ドライアイ，緑内障，基礎疾患など問題

がないことを確認した。また，眼科疾患に関す

る既往の調査，視力矯正の有無とその方法，見

え方に関する内容について，質問票を用いて調

査した。見え方に関する質問は「日常生活で，

目の見え方はよいですか？」と問い，「はい」，

「いいえ」で回答してもらった。ドライアイに

関する設問は，「あなたは目が乾きますか（い

つも，時々，ほとんどない，決してない）」に

対し「いつも」または「時々」と回答した場合，

「異物感を感じますか」「ドライアイと診断され

たことがありますか」に対しそれぞれ「はい」

と回答した場合，3 項目いずれかに該当する者

をドライアイとした 3 ）4 ）5 ）。

得られたデータは SPSS 19（SPSS.Inc）を用

い統計処理を行い，p<0.05を統計的有意とし

た。なお，本研究は慶應義塾研究倫理委員会倫

理審査委員会にて承認を得た。

成　　績

1 . 遠方視力，実用視力の差と質問票による調

査の結果（表 1 ）

視力矯正をしている人は全体の60.5％（男性

66人，女性49人）で，その内コンタクトレン

ズ使用者が全体の21.6％（男性12人，女性29

人），メガネ使用者が38.9％（男性54人，女性

20人）であった。視力矯正者の中では，男性

に比べ女性のほうがコンタクトレンズ使用者が

有意に多かった（p<0.0001）。

ドライアイがある人は53.7％（男性45人，

女性57人）でドライアイがない人は46.3％（男

性59人，女性29人）であった。ドライアイが

ある人は，男性に比べ女性で有意に多かった

（p=0.01）。主観的な見えづらさを感じている

人は18.9％（男性20人，女性16人）であった。

表 1　遠方視力と実用視力の差

男　性
N=104

女　性
N=86

全　体
N=190

遠方視力
右　眼 1.071±0.36 1.033±0.37 1.054±0.36

左　眼 1.124±0.32 1.078±0.35 1.103±0.33

実用視力
右　眼 0.765±0.28 0.726±0.31 0.748±0.30

左　眼 0.826±0.29 0.776±0.28 0.803±0.28

年　　齢 45.53±11.19 40.59±9.92 43.29±10.89
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2 . 遠方視力と実用視力（図 2 ）

遠方視力と実用視力は，左右両眼とも遠方視

力が高い人ほど，実用視力も高い傾向を認めた

（p<0.0001）。

3. 主観的な見えづらさと遠方視力，実用視力

の差（図 3 ）

主観的な見えづらさがある場合とない場合

の 2 群間で，遠方視力を比較した。全体の比較

では見えづらさのある場合のほうが，ない場合

に比べ視力が下回っていた（右眼 P=0.0008，

左眼 P=0.0033）。男性では右眼のみ見えづ

らさのある場合の遠方視力が，ない場合に

比べ有意に低かった（右眼 P=0.0132，左眼

P=0.1333）。女性では左右ともに見えづらさの

ある場合の遠方視力が，ない場合に比べ有意に

低かった（右眼 P=0.0217，左眼 P=0.0053）。

同様に実用視力の 2 群間の比較では，全体で

は見えづらさを感じている場合の実用視力は

左眼でのみ有意に低かった（右眼 P=0.1535，

左眼 P=0.0262）。男性では左右ともに有意

差 は 認 め な か っ た（右 眼 P=0.2285， 左 眼

P=0.2399）。女性では左眼のみ，見えづらさ

を感じている場合の実用視力が感じていない

場合の実用視力を有意に下回っていた（右眼

P=0.4605，左眼 P=0.0417）。

4. ドライアイとまばたき回数（図 4 ）

実用視力計測時の60秒間のまばたき回数を

男性と女性で比較したところ，女性のまばたき

回数が有意に多かった（p<0.0001）。また，ド

ライアイに関する質問票調査で，ドライアイに

該当する者は，まばたき回数が多い傾向を認め

た。一方まばたきの回数と主観的な目の見え方

を比較した結果では，統計的な有意差は認めな

かった。

5. 遠方視力と実用視力の差がでる人の検討

遠方視力に比して実用視力が0.5以上低い群

に対し，影響を与えた要因の検討を行った。視

力矯正の有無，目の手術歴の有無，ドライアイ

に関する主観的な症状の有無，ドライアイの診

断の有無，まばたき回数，主観的な見え方に関

しての解析を行ったが，統計的有意差がある要

因を認めなかった。

閉経による影響 6 ）を考慮し，50歳未満にお

ける女性のみに関して，遠方視力と実用視力に

差が出るかの比較を行ったが，有意差は認めな

かった。
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図２ 遠方視力と実用視力

図 2　遠方視力と実用視力
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図３ 主観的な見えづらさと遠方視力，実用視力

全体 (N=190)

男性(N=104) 女性(N=86)

図 3　主観的な見えづらさと遠方視力，実用視力

図 4　60秒のまばたき回数



考　　察

実用視力は連続して視力を測定することによ

り視機能を評価するもので「見え方の質」を評

価するのに有用であると考えられている 2 ）。こ

れは，通常の視力検査で得られる視力がある一

時点の視力であるのに対し，実用視力の計測で

は経時的に視力を測定し，標準偏差，測定時間

内の最高視力と最低視力，平均応答時間，規定

の時間内のまばたき回数を計測するためであ

る。実用視力の測定と分析により，私たちが日

常生活で感じている視力とより近い検査結果を

得ることができ，患者が感じるかすみ目など，

これまでの視力検査では把握できなかった見え

にくさを把握し，視機能の低下を客観的に把握

できるのではないかと考えられている 1 ）。

今回の測定結果では，遠方視力がよい人は実

用視力もよい傾向があるが，実用視力にはかな

りのばらつきが認められることが判明した。主

観的な見えづらさがある場合とない場合では，

遠方視力では見えづらさのある場合の視力が，

見えづらさがない場合の視力を下回る傾向を認

め，遠方視力と主観的な見え方はほぼ一致して

いた。しかし，実用視力においては群分けによ

り有意差を認めたり認めなかったりと，主観的

な見え方と視力は一致しなかった。

 今回の調査では対象者に「日常生活で，目

の見え方はよいですか？」と問い，「はい」か，

「いいえ」で回答してもらい，これを主観的な

目の見え方と評価した。しかし，日常生活の見

え方には「近くは問題ないが，遠くを見ると見

えづらい」，「普段は平気だが，テレビを見たり

パソコンで長時間作業した後は目がかすんで見

づらい」，「手元のみ見えづらい」など，近視や

遠視，乱視や疲労感が影響していると考えられ

るもの，ドライアイなど目の表面状態が影響し

ていると考えられるもの，目の基礎疾患が影響

していると考えられるものなどがあると考えら

れた。このため，この調査で「目の見え方はよ

くない」とした群は，どの状況に関してよくな

いと回答したのかを検討する必要があった。ま

た，個人の感覚器に対する感受性には差があ

り，性差やパーソナリティ，アンケート回答時

のコンディションによっても異なる可能性が大

きいため，今後の調査方法については，さらに

検討する必要がある。

また，実用視力測定時のまばたき回数に関し

て，女性は男性より有意に多かった。これは女

性の方が男性に比べドライアイの人が多かった

こと，視力矯正者の中では，眼鏡よりコンタク

トレンズを使用している人が男性に比べ多かっ

たことが影響していると考えられた。ドライア

イの症状のひとつとして，目の表面の乾燥防止

のためにまばたき回数が増加するとされており
7 ），今回の結果と一致していた。また，ドライ

アイ研究会では，ドライアイの原因のひとつと

してコンタクトレンズの長時間装用を挙げてお

り 8 ），この影響が考えられた。

今回の調査ではドライアイと主観的な見え方

は必ずしも一致していなかった。これは主観的

な見え方に対する質問が，見えにくい状況まで

問うていなかったことに加え，調査期間の実用

視力の検査時間が午前のみで，一般的にドライ

アイの症状がより顕著に現れる夕方の視力を反

映していなかったことが理由として考えられ，

今後の調査の課題だといえる。一方，実用視力

測定時のまばたき回数は質問票調査におけるド

ライアイの存在と関連する傾向があった。

目の見え方は，個人の Quality of Life（QOL）

とも密接な関係があると考えられ 9 ），ドライ

アイによる目の見え方の不快感が，その人の

QOL に影響を与えている可能性がある。ドラ

イアイにより実用視力が低下すること，治療に

よりドライアイ症状が改善すると実用視力も改
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善することが報告されている10）11）。また，遠

方視力検査に加え，実用視力検査やまばたき回

数などの客観的な指標からドライアイを評価す

ることで，潜在的に眼の不快感や見えづらさを

抱えていた人の症状を評価し治療へ結びつけら

れる可能性があると考えられた。

総　　括

1 ．遠方視力と実用視力には合致する傾向が

あったが，見えづらさを感じている群といな

い群での遠方視力に差が認められた一方，実

用視力の差は少ない傾向があった。

2 ．ドライアイに当てはまる人はまばたき回数

が多かったが，主観的な見えづらさとドライ

アイは一致しなかった。

3 ．実用視力の計測は，患者の視力を客観的に

評価する一つの方法だと考えられるが，諸条

件や見え方に関する質問項目を十分に検討

し，主観的な見え方との関連を調査する必要

があると考えられた。
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